
＜総会宣言「案」＞ 

 

まとめ 

 

本日、私たちは年次総会を開催し１年間の活動確認と新しい年度の歩みを決

めました。 

すぐる１年は、堆肥化設備の更新に伴い、「とよっぴー」の頒布量に腐心する

一方で過去最大の購入者数を記録する成果を挙げることができました。さらに

は多彩で多様な活動を展開することができました。 

組織を振り返ると、活動をなっていただいている仲間を失い、会員が減少する

傾向が続いています。活動を共に担う仲間は同志であり、失う喪失感は耐え難い

ものです。 

年々、齢を重ねていく宿命が組織にはあります。次の時代を担う仲間を広げる

ことが大きな課題として横たわっていることを、この機会に確認したいと思い

ます。 

改めて堆肥化設備が更新されたことを評価します。長期にわたり、資源循環の

活動を継続・発展させてきた努力が、更新に結びついたものであり、皆で喜び合

いたいと思います。 

しかし、堆肥化事業が継続されることは組織も継続する必要が求められ、これ

まで不文律であった堆肥の製造分野にも係っていく可能性を展望すると、組織

の在り方を改革する必要性が求められています。そのため、理事会や事務局につ

いて今後の運営に耐えられ、また、会員とのコミュニケーションの充実やマネジ

メントのできる体制の確立をめざします。 

 とよなか市民環境会議は結成から２０年を迎えます。前身組織であるプロジ

ェクト活動として開始した生ごみ堆肥化実験プロジェクトからは１７年となり

ます。緑と食品のリサイクルプラザにおける堆肥化事業に際し、協働とパートナ

ーシップを大切にしながら「とよっぴー」の利活用をすべて担ってから満１４年

となります。培った力は貴重な財産です。お互い讃え合いたいと思います。 

 これからも元気で活き活きと、そして仲間の友情と連帯を基盤に、多くの協力

者とともにこれまでの成果を引き続き、すべての活動領域で進取の気概をもっ

て推進することを誓い本総会の宣言とします。 

 皆さんの大いに活躍しましょう。 

 

 ２０１６年６月３０日 

 

特定非営利活動法人花と緑のネットワークとよなか 


